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課題:

「問題発見能力を高める」
のゼミ活動について

　　　　　　　　　　　　　情報コミュニケーション学部　

　　　　　　　　　　　　２年 １１組 ２３番　石川雄也
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自己紹介

• 氏名　石川雄也　
• 経歴
　1987年神奈川生まれ、男性
　高校　私立攻玉社高等学校　

　大学　明治大学情報コミュニケーション学部

• その他
　部活　中・高スキー部

　　　　　大学　体同連ゴルフ部

　趣味　ゴルフ、音楽・映画・絵画鑑賞、球技（観戦も）
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はじめに

• http://www.atmarkit.co.jp/fbiz/cinvest/serial/expert/in
dex.htmlをテキストとし、問題を抱えている社内の顧
客（業務部門）に対し、具体的な解決策＝ソリューショ
ンを提供するキーマン＝情報エキスパートが持つべ
き視点を考えた。

• また、テキストと類似したHPと比較して要約・意見を
考え、個々のブログ↓に掲載した。
http://77236826.at.webry.info/200705/article_2.html

http://www.atmarkit.co.jp/fbiz/cinvest/serial/expert/index.html
http://www.atmarkit.co.jp/fbiz/cinvest/serial/expert/index.html
http://www.atmarkit.co.jp/fbiz/cinvest/serial/expert/index.html
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　　　自分の意見
効率的や効果的の違いなんて意識せず
に過ごしてきたが、いざ社会においては
効率と効果の意味合いが大きく異なるこ
とに驚いた。効率指向にしても効果指向
にしても実際は左脳力も右脳力も必要だ
し、どちらかではなく両方、そしてそのバラ
ンスがソリューションを提供する上でも、コ
ンサルティングにおいても大事なのでは

ないか。
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ソリューションが求められる理由

提供者は細かい「対症療法」的な対応をしがち

↓

提供者と受け手との間には大きなギャップ

↓

背後に控えている根源を見出す問題解決能力が必要
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究極のソリューションとは

＝経営戦略を理解して、実現すること

そのために必要な考え方

P　ポジショニング
→現在の自社の状況を把握し、将来の姿を描く

C　コンセプトマッピング
→Pを基にギャップを埋める施策を立てる
S　スケールマッピング
→Cに基づき、具体的な管理値とスケジュールを割り振る
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問題解決能力

問題を解決するためには真の問題をつかむ　
問題発見能力が必要不可欠

But

日本人は苦手

∵小学生の理数離れ＆大学生の数学能力の低下

　　→ビジネスマンの理解力・論理力の低下
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解決までのステップ

これら５つのステップごとに様々なスキルが求められる

仮
説
構
築

仮
説
の
検
証

問
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の
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解

解
決
案
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発
想

解
決
案
の
提
示



9

問題発見力

問題発見力を構成する基礎の４つのスキル

①構造化スキル（理解力、論理展開力）　

②プレゼンテーションスキル

③ヒアリングスキル（コミュニケーションスキル)
④柔軟な発想力（解決案の発想）

＋

　　思考力　　　　　　　　　　　　　　　　企画力

　　 　　連想力　　　　　　　　　　　　疑問力

　　　　　　　洞察力 　　　　　　　実行力
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ヒアリングスキル

会話中相手自身が気付いていない真の問題点
や意図を上手く引き出すことが出来にくい＝

コミュニケーションの難しさを質問力でカバー

＜限定質問と拡大質問との使い分け＞

限定質問・・・yes,no質問、会話の幅を狭める
拡大質問・・・自由を持たせ、会話の幅を広げる
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構造化スキル

　　構造化スキル＝対象を構造に置き換えて、
理解したり考えたりするスキル←理解力や　
論理展開力を高めるために必要

強化の仕方・トレーニング

対象とする事象を頭の中で“構造図”に置き換
えてイメージできるようにする→分類に構造
図を利用→構成要素の順序や因果関係を考
え、検討
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柔軟な発想力の前に

顧客満足度を理解しなければならない

顧客満足を構成する２つの要素

①ポイント：サービスのどの部分を重視するのか

②レベル：サービスのポイントに対する満足の程度

※経営者やリーダーが中心となって会社として顧
客満足度を理解しようとすることが、問題発見能
力の向上(底上げ)に繋がる
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感想・反省

　　問題を解決するためには、まず問題を発見しなけ
ればならない。しかし、誰もが問題を発見出来る能
力を先天的に備えてはいないので、社会に出る前
の訓練が必要だと感じた。

　　２グループに分かれて各章担当したため、感想が
異なり、意見の交換によって自分に無い発想や考え
を学ぶことが出来た。また、一つの資料だけではな
く複数の資料を比較・検討することで、より深い理解
や疑問点を得ることが出来た。

　　自分の持っている知識や考え方と異なる考え方を
知ることで、自分の中に新たなものが再構築される
経験を意識的に練習するとても良い機会だった。
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ご清聴ありがとうございました。
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